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「平成29年度市長とコミわかとの懇談会」が開催されました

環境施設見学研修会が行われました
　9月11日（月）に環境施設見学研修会が開催され、地区内から 34名
の参加があり、「長野市清掃センター」と「クリーンピア千曲」を見学
しました。
　「長野市清掃センター」は焼却施設の点検中で、焼却炉の運転が停止
していたため、可燃ゴミとプラスチックゴミの選別工程を見学しました。
　可燃ゴミの中の異物や燃えないものの混入、プラスチックゴミの中

のガラスの混入を目の当たりにし、ゴミを出す時は分別をしっかりしてほしいと改めて感じました。
　「クリーンピア千曲」では、水をきれいにする微生物がいる反応タンクや、広大な沈殿池を見学し、施設職
員から最初は汚れていた水がきれいになり、千曲川へ放流されているといった話を聞くことが出来ました。
　今回の研修会を通じて、下水道を使用する際は、天ぷら油や台所のゴミ、水洗トイレが詰まるものは流さない
等の気配りと節水に心掛けると共に、研修会で学んだことを、今後の環境美化活動に活かしていきたいと思います。

ぴっかり教室（全11回）
健康な暮らしに光を!

共催　長野市地域包括支援センタ―　若槻ホーム
　　　健康部会

・・・知って安心これからの知恵・・・

◆場所　若槻コミュニティセンター�大会議室
◆時間　10時～ 11時 30分
回 日　程 内　　容

7
10月25日
（水）

「体操と脳トレで楽しく介護予防」

全身を使った体操、脳トレを兼ねたレクリエーショ
ンで楽しく介護予防をしましょう。
講師　レクリエーション介護士　三井�道子�先生

8
11月22日
（水）

「身体と脳のトレーニング」

転倒予防や認知症予防のためのトレーニング
楽しみながら身体をうごかしてみませんか

講師　Smile センター�フランセーズ悠吉田
田仲�武一�先生

※�水分と汗拭きタオルのご準備と、動きやすい服装
でご参加ください。
　�教室は無料で、申し込みも不要です。また、一回
のみの参加でも結構です。
　　大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

第３回「若槻りんご祭り」の開催について（お知らせ）

のし袋をお求めの方は
「コミわか事務局」へ
（ご連絡）

　若槻の“美味いりんご”をアピールするイベントとして始まった「若槻りんご祭り」が、

今年も清泉女学院大学・短期大学の学生さんの協力を得て、下記日程で開催します。

昨年同様にお子さまを中心にしたイベントなどを計画しております。たくさんの方のおこしを

お待ちしております。

日　時　平成29年10月29日（日）午前10時スタート

場　所　昭和の森公園　芝生広場

　　　　（体育館（フィットネスセンター）東側の広場）

内　容　（詳細を検討中で変更があるかもしれません）

・ステージイベント…若槻小学校と三登山太鼓による

太鼓演奏、清泉学生の歌やダンス等

・広場イベント…仮装して写メ、お化けカボチャを作

ろう、りんご品種あてクイズ、ボウリング、宝さが

し、輪なげ等

・屋台、販売コーナ…焼きりんご、わたあめ、ポップ

コーン、おでん、おこわ、焼そばなど

　りんご販売コーナーも設ける予定です。

　　　　なお、昨年同様にアルクマも出演します。

主　催　若槻の農業振興ビジョンを考える会

　　　　（ｎｏｓｈｉｎプロジェクト）

後　援　清泉女学院大学・短期大学

問い合わせ先　コミわか事務局　２６６－００３４

　のし袋（お祝い用、ご霊前、ご仏前）をお求めの方は、コミわ

か事務局にお越し下さい。各１セット（10枚入）100円です。なお、

年２回の区長部での斡旋（地区回覧で申込みをし、区長経由で自

宅で入手）はこれまで通り行います。

コミわか事務局　２６６－００３４

　ファミリーマート若槻大通り店（徳間）駐車場で7月初旬から12月上旬の奇数土曜日に開催される「コ
ミわか土曜朝市」を主催しています。会員は、農産物などを出店する生産者会員（30名位）と、会場準備
や販売などを担当するスタッフ会員（30名位）で、両方を担当する会員も何人かおります。また部会やボ
ランティア団体の方々にもご協力も頂いています。生産者会員は取れたての新鮮な地元産農産物などを軽ト
ラで販売、または軽トラ販売しない生産者会員は商品を会場に持ち込み、販売を委託しています。会場内に
は「お茶のみコーナー」も常設され、スタッフ会員が応対しています。生産者会員は商品を売ることで収入
があり、売上に応じた販売手数料からスタッフ会員に還元をすることで会を運営しています。

会 員 の 募 集
　自分の畑で作った自慢の農産物を売ってみませんか？　軽トラで自分で販売するも良し、余った野菜
をおすそ分け気分で委託販売するも良しです。ナスやトマトなどを１袋、２袋といった単位で委託販売
する生産者会員もおります。豆腐や味噌、お菓子などを生産する地元業者も参加しています。７月には
梅がたくさん取れたからと持ち込む方、俺はブドウしか出さない、米しか出さないと言って時期になる
と持ち込む方もいます。若槻でとれた新鮮で安価なものを若槻の人に食べてほしいとの思いで始めた朝
市です。生産者会員、スタッフ会員、いずれへの参加も歓迎します。

問い合わせ先　コミわか土曜朝市の会　２６６－００３４（コミわか事務局）

地元の新鮮農産物などを販売する「コミわか土曜朝市」を主催

～コミわか土曜朝市の会～コ ミ わ か 協 力 団 体 紹 介 ③

防災設備整備事業
　コミわかでは、各区に設置されている

劣化の進んだ消防設備を、新しいものに

交換しました。宝くじの助成金を活用し、

消防ホース格納箱 19台、ホース 78本を

整備しました。

　この機会に、近くの「消火栓」「ホース

格納箱」の位置や使用方法を確認してお

きましょう。

人権教育部会 事例研修会
～若槻小学校の取り組みを聞く～　暑い盛りの8月21日（月）、長野市役所市長応接室

において市長とコミわか役員との懇談会が行われま
した。長野市側からは加藤市長、企画政策部長、地
域・市民生活部長を始め、関係各課課長などの職員
が、コミわか側からは正副会長 6名に、区長部副部
長 2名、公民館長、事務局長を加えた 10名が出席
しました。
　内容は、以下の通りです。
１�．「若槻コミュニティーセンターの建て替え（増築）」

＜質問者；糟谷会長＞
・当地区では 20年近く前からや増改築の要望を
しているが、要望が実現していない
・現在のコミュニティーセンターは体育館が併設
されており、公民館として使える面積が少なく、
公民館活動に大きな支障を来している
・事務室や会議室等の多くが 2階にある一方でト
イレが 2階にないなど、高齢者や障がいのある
方にとって、大変使いづらい

　◎市側からの説明
＜回答者；家庭・地域学びの課　広田課長＞

・市立公民館の基準面積 1000㎡に対して若槻公
民館は 1094㎡あり、増築は難しい
・公民館の平均室数は 5.1 に対して若槻は 5.0 と
平均的である、現状のままで上手に利用してい
ただきたい
・使い勝手の悪さについてはいろいろと検討して
きたが、いずれも改善は困難である

２�．「若槻いこいの家、北部市民プールの老朽化への対応」
＜質問者；望月福祉健康部長＞

・「若槻いこいの家」は近隣の地区からの利用者も
多く経営も改善しており、「北部市民プール」も
周辺の世帯数が増加し需要が高まっているので、
両施設の存続を望む
・施設の存廃を決める際には、十分な住民への説
明と合意形成を図るとともに、当面の利用に際
しては、施設の十分な安全対策をとること

　◎市側からの説明
＜回答者；公共施設マネジメント推進課　望月課長他＞
・公共施設について何かを決定する前には、住民
によるワークショップを開催する
・「若槻いこいの家」は土砂崩落の危険性のある施
設であり廃止の方向にあるが、地域の皆様に愛
されている施設でもあるので存続させることも
課題となる
・市民プールの利用者が減少している中で施設の
統廃合は避けられないが、個々の施設について
は今後検討していく

３．「通学路・生活道路の除雪対応」
＜質問者；松田生活安全部長＞

・高齢者や子どもたちが利用する歩道や通学路の
除雪は近隣の住民で行ってきたが、高齢化と通
勤者が増えたことにより人手が確保できないの
で、市で除雪することはできないか

　◎市側からの説明
＜回答者；維持課　畑課長＞

・市として、通勤通学路や都市計画道路のうち歩
行者の多い歩道の除雪は業者委託しているが手
一杯の状態である。生活道路についてはこれま
で通り地域で除雪を願いたい

　全体として，市側からの説明は、地域の要望を実
現させるためというよりも、要望を断念させるため
の説明であったように感じられ、実りの少ない懇談
会でした。

〇 昨年同様に、景品用りんご、販売用
りんごを買い取ります。

　ご寄付も大歓迎です。

［買い入れ内容］

� 品種名� 買入価格（1コンテナ（18㎏））

・サンふじ� 一般出荷用クラス� 3,500円

・その他� 一般出荷用クラス� 2,500～3,000円

［買い入れ数量］　計 10～ 20コンテナ

［申し込み期限］　平成 29年 10月 20日（金）

　また、当日は「贈答用りんご」の予約販売（生

産者ご自身がブースで予約受付）も行いますの

で、販売希望者は申し

出てください。

「アルクマ」
が来るよ！

　8月26日（土）に人権教育部会主催の「事例研修会」を行いました。

今年度は若槻小学校の池田校長先生に講師をお願いして、「子ども

たちの姿から見えてくること」の演題で、若槻小学校の子どもた

ちの様子、学校の取り組み等についてお話を聞きました。当日は

学校でＰＴＡ行事が行われているお忙しい中お話をしていただき

ましたが、映像資料も豊富で、日頃子どもたちが生き生きと学校

生活を送っている様子、先生方の頑張りが伝わってきました。なお、

平成 31年度は若槻小学校 130周年だそうです。


